
注：着工許可が出る前の工事は
　　対象外になります。

【必要書類】

①　改修後の写真　※撮影日付が入ったもの

②　請求内訳書　※材料費、施工費、諸経費等を適切に区分したもの

③　領収書（本人名義フルネーム）　※原本の提示があればコピー可

＜申請受付の約２～３ヶ月後＞
改修費用（対象部分）の７～９割を支給（※最高１４～１８万円）

※介護保険の自己負担割合によって変わります。

注：介護認定申請中（新規・区分変更）

　　の場合は、認定結果が出てからの

　　受付になります。

改修工事・改修費用の支払い（全額）

＜市へ申請（改修後）＞

住宅改修以外の

介護サービス利用希望なし

認定結果（要介護・要支援）

介護保険課に連絡
＋

住宅改修の相談

ケアマネジャーと契約
＋

住宅改修の相談

住宅改修以外の

介護サービス利用希望あり

1.住宅改修の流れ

＜市へ申請（改修前）＞

介護認定申請

改修業者選択・現地調査・見積り作成

【必要書類】

①　介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書

⑥　材料のカタログのコピー　※定価がわかるもの

市から改修工事着工の許可

⑦　住宅改修の承諾書（住宅の所有者が本人以外の場合のみ）

②　住宅改修が必要な理由書（ケアマネジャーまたは市職員が作成）

③　平面図　※間取りと改修内容がわかるもの

④　改修前の写真　※撮影日付が入ったもの

⑤　見積書　※材料費、施工費、諸経費等を適切に区分したもの

⑧　代理人選任届（本人以外の振込口座を指定する場合のみ）

⑨　振込先口座が確認できる書類(通帳の写し等)

住宅改修について



３．改修事業者

　　登録制ではないため、自由に選択可能です。

　　※支給限度額内であれば、数回に分けて利用することも可能です。

　　　　➡利用者負担２万円、保険給付１８万円

　　（例）１割負担の方が２０万円の住宅改修工事を行った場合。

　　※２０万円のうち、１～３割が利用者負担になります。

　　原則、生涯２０万円まで

４．支給限度額

⑥　上記の工事に付帯して必要な工事

※介護保険における住宅改修は、現在の身体状況に合わせて行う必要最小限度のものが対象と
　なります。対象項目の改修工事であっても対象とならない場合があります。

③　床材の変更（滑りにくい床材への変更、舗装工事など）

⑤　便器の取替え（和式から洋式への取替えなど）

④　扉の取替え・扉の撤去（開き戸から引き戸等への取替え、ドアノブの取替えなど）

②　段差の解消（スロープの設置、踏み台の設置など）

①　手すりの取付け

２．対象となる項目


